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平成２４年度学位記授与式を挙行しました

　3月 20日、平成 24 年度学位記授与式を、静岡市の

グランシップで挙行しました。学部卒業生 540 名、短期

大学部卒業生 214 名、大学院修士課程修了者 124 名、

大学院博士課程修了者 11 名の合計 889 名が晴れの門

出を迎えました。

　木苗学長は各学部や研究科の代表者に学位記を授与

し、式辞で本学の校旗に描かれた若鳥について触れ、「目

標を持ち、失敗を恐れず挑戦し、感謝することを大切に、

若鳥にように大空にはばたいてローカル且つグローバルに

活躍されることを祈願します」と述べました。

　本庶理事長は、「諸君らは社会において知識人と呼ば

れる人材となり社会のリーダーとなることが期待されている。

これまでの学生生活で蓄えた知識だけではなく、その知識

をどう活用するかという知恵を持って社会へ挑んで欲しい」

とエールを贈りました。

　在学生代表の谷 美生夏さん（食品栄養科学部 3 年）

は、送辞で「励まし、優しく指導してくださった先輩方に

感謝し、いただいた言葉や経験を胸に精進していきます」

と述べました。

　卒業生代表の壁谷薫さん（食品栄養科学部）が答辞

で、友人をはじめ、両親や教職員など周囲の支えに感謝

の意を述べ、「大学生活を通じて学んだことを生かし、こ

れから出会うすべてのことを糧として、自分の道を切り開

いていきたい」と述べました。

　学位記授与式終了後は、各キャンパスで伝達式が執り

行われ、会場の外では、後輩達が、先輩達を胴上げしたり、

花束を贈るなど卒業生の門出を祝う光景が見られました。

卒業の記念に家族や友人と撮影する姿が見られました

サークルの後輩に囲まれ笑顔の卒業生答辞の言葉を述べる壁谷さん

米国ロジャーウィリアムズ大学と
大学間交流協定を締結

　4月 1日、本学は米国のロジャーウィリアムズ大学と大

学間交流協定を締結しました。本学が交流協定を締結

した大学は、同大学で 20 校目となります。

　昨年 5 月に、静岡県とロードアイランド州の交流の一

貫で、ロジャーウィリアムズ大学理事でもある同州の日米

協会長が本学を訪問されたのをきっかけに、視察と意

見交換会を重ねてこの度の協定に至りました。協定の

内容としては、夏季の短期英語研修や教員交流、セ

メスター留学となっています。本学では今回の締結を機

に、学生・教員の学術交流を促進していきます。

>> ロジャーウィリアムズ大学概要

米国ロードアイランド州ブリストルに所在し、人類学・舞

台芸術学部、芸術学部、歴史学部、文理学部、教

育学部、ビジネス学部、工学部、法学部、国際関係

学部、建築学部等の学部専攻に約 5,300 人の学生が

在籍しています。基本理念「Learning to Bridge the 

World:( 世界の架け橋となるために学べ )」に示される

ように国際交流が盛んであり、近年はアジア研究にも力

を入れています。

協定締結は両大学長が協定書に署名し郵送で行われました
（写真は本学での署名の様子）

平成２５年度入学式を挙行しました

　平成 25 年度入学式を、4 月 5日に、静岡市のグ

ランシップにて挙行し、暖かな春の陽射しの中、学部

543 名、短期大学部 275 名、大学院 133 名の合計

951 名が本学学生としての第一歩を踏み出しました。

　木苗学長は式辞で、大学生活について「高校まで

の受身の学びとは異なり、自らの責任で学びたいことを

選び、自分の進むべき道を考える、人生にとって極めて

大切な時期」と述べ、「大きな夢と希望をもって何事に

も果敢にチャレンジし、実り多い学生生活となることを期

待します」と新入生を激励しました。本庶理事長は挨

拶で、「総合大学として持つ文理の幅広い分野の教員、

学生、外国人留学生との交流を通し、広い視野で物

事を捉える国際人に育って欲しい」と述べました。

　新入生を代表して誓いのことばを述べた経営情報学

部の土肥潤也さんは、「大学で多くのことを学び、将来

は情報技術を用いて地域社会を活性化し、地元静岡

に貢献したい」と抱負を語り、本学学生としての自覚と

高い志を持ち勉学に励むことを誓いました。

　式典終了後には、新入生を対象に学長１時限目の

授業が行われ、木苗学長が本学の授業や行事、設備

環境等について紹介し、学生生活を楽しく充実したもの

にする方法について講義しました。続くクラブ・サークル

紹介では、アカペラサークルとジャズダンス部が見事なパ

フォーマンスで新入生の入学を歓迎しました。

誓いの言葉を述べる土肥さんと新入生

美しいハーモニーで観客を魅了するThe Vivaledge学長 1 時間目の講義で新入生に語りかける木苗学長

経営情報イノベーション研究科
IＣT イノベーション研究センターを開設

　本学の経営情報イノベーション研究科では、4月 1日、

大学院の附置センターとして「ICTイノベーション研究セ

ンター」を開設しました。

　同センターは、社会の様々な分野における「イノベーショ

ン」の基盤となる情報通信技術（ICT：Information 

and Communication Technology）に関する研究を行

い、日本国内外の情報関係学の発展と、静岡県をはじ

めとした地域の発展に貢献することを目的としています。

　例えば、Facebook や mixi 等に代表されるSNS（ソー

シャルネットワーキングサービス）や、ブログを通じた情報

伝播の法則性を分析することで、災害時における情報

発信や、コンピュータウイルスの拡散抑止などへの応用

が期待できます。また、防災情報システムや遠隔会議

システムなどの先端的な情報システムの研究は、市民

生活や企業活動を支えるといった地域貢献につながりま

す。センターではこういった社会的課題に対し、ソーシャ

ルメディア研究部門と先端情報システム部門に分かれ、

センター長である斉藤和巳教授（知能情報学）をはじめ、

情報分野を専門とする教員 10 人が研究を推進します。

（注 1）ランダムウォーク：

次に現れる位置が確率的に無作為（ランダム）に決定される運動

（注 2）フィジカルアセスメント：

問診・視診・触診・打診・聴診技術により患者の身体を査定し、
状態を把握すること

0201

ランダムウォーク（注1） フィジカルアセスメント（注2）
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就職内定率 昨年に続き好調
98.7％を達成

　平成 25 年３月卒業（修了）者の就職状況は、依然

として厳しい雇用情勢が続く中、学生達が内定獲得ま

であきらめずに粘り強く就職活動を行った結果、学部生

の就職内定率は 98.4％で、全国の平均（93.9％）や

県内大学の平均（90.8％）を大きく上回りました。

　大学院修了者の就職内定率は、100％で、大学全

体の就職内定率は前年度と同様の 98.7％でした。

統計：キャリア支援センター

●平成２５年３月卒業（修了）者の就職状況

（平成２５年３月３１日現在）

就職内定率 （前年度 )

薬 学 部 100％ 100％

食品栄養科学部 100％ 96.9％

国 際 関 係 学 部 95.5％ 98.0％

経 営 情 報 学 部 100％ 98.0％

看 護 学 部 100％ 100％

学 部 計 98.4％ 98.6％

大 学 院 100％ 99.1％

合 計 98.7％ 98.7％

●平成２５年３月卒業（修了）者の主な就職先

（平成２５年３月３１日現在）

薬学部
薬学研究科

アステラス製薬、エーザイ、小野薬
品工業、興和、大正製薬、田辺三
菱製薬、大日本住友製薬、ツムラ、
持田製薬、横浜市立大学附属病院、
静岡県

食品栄養科学部
生活健康科学研究科

シャンソン化粧品、ダイショー、日研フー
ド、はごろもフーズ、フジパングルー
プ本社、ブルボン、丸大食品、三
井製糖、米久、磐田市立総合病院

国際関係学部
国際関係学研究科

サンリオ、東洋紡、矢崎総業、静岡
ガス、鈴与、日本通運、東海旅客
鉄道、静岡銀行、富士屋ホテル、ロー
ソン、静岡市、静岡県教員

経営情報学部
経営情報学研究科

スター精密、トヨタ車体、浜松ホトニク
ス、静岡鉄道、静岡銀行、静岡県
労働金庫、静岡コンピューターサービ
ス、ミクシィ、ヤフー、静岡県

看護学部
看護学研究科

静岡県立こども病院、静岡県立総
合病院、静岡県立静岡がんセンター、
静岡赤十字病院、静岡済生会総合
病院、東京大学医学部附属病院、
名古屋市

　キャリア支援センターでは、企業の採用活動の進行に

合わせ、年間 35 種類以上のキャリア形成・就職支援

講座や学内企業説明会を開催するとともに、求人開拓

員による企業訪問や専門のアドバイザーによる個別相談

を実施するなど、きめ細かな支援を行っています。

トムソン・ロイター論文引用度指数で連覇

　朝日新聞出版が刊行する「大学ランキング 2014 年版

（週刊朝日進学 MOOK）」に、本学がトムソン・ロイター

論文引用度指数（2007 年 -2011 年）の農学分野で

1 位、生態・環境学分野で 2 位にランクされていること

が掲載されました。

　トムソン・ロイターは、世界最大級の学術情報文献の

データベースを構築・提供する機関で、論文引用度指

数は、各大学・研究機関の研究が注目を集めているか

どうかを知る目安となる指数です。農学分野は昨年に続

き1 位連覇、生態・環境学分野は昨年の 3 位からラン

クアップとなり、あらためて本学の研究が、世界的に高

い水準にあることが示されました。

平成２５年度開学記念行事を行いました

　今年で２２回目となる開学記念行事が、４月２４日に開

催されました。学生や教職員が運動会、グループディス

カッションや親睦会などを通じて交流を深め、大学のさら

なる発展に向けて決意を新たにしました。

　第１部の「運動会」は、生憎の雨のため体育館で

の開催になりました。赤、青、緑、黄色の４グループに

分かれて、優勝を目指して激しい得点争いが繰り広げら

れました。学生は溢れるエネルギーをぶつけ、参加した

教職員は日頃の運動不足をものともせず、体育館を走

り回り、スポーツを通じて大いに交流を深めました。今

年は、青チームが優勝に輝きました。

華道部による生け花の講義と実技体験グループディスカッション

　第２部は学生ホールに会場を移し、「広げよう　県大

の和」と題して、参加者の学生と教職員が「女性の

社会進出と出産・子育てを考えよう」「チーム医療につ

いて考える」｢大学生の食生活の問題点って何？｣「県

立大学と草薙のまちづくり（大学とまちづくり）」｢病気

や障がいをもつ人を支えるボランティア活動｣ ｢県大って

どんなところ？｣ という６つのテーマに別れ、約 1 時間の

活発な議論をし、その後、各グループが発表をしました。

　各グループとも、模造紙に意見を整理したうえ、1 グ

ループ10 分程度で発表し、拍手を受けていました。また、

ディスカッションと並行して、本学留学生を対象とした生

け花の実技体験も開催されました。最後に、学長から

学生の熱意を評価するお言葉をいただき、熱心な討論

の幕を下ろしました。

チアダンス部によるパフォーマンスおおとり会賞の表彰

　第 3 部の「はばたきのつどい」は、多数の教職員と

学生が参加しました。学長の挨拶に引き続き、「おおと

り会賞」の表彰が行われました。今年は、永年にわた

り多文化共生キャンプを企画・運営した　｢リトルワールド

キャンプ実行委員会｣ が受賞しました。また、第１部の

運動会の表彰やジャズダンス部とチアリーダー（GOLD 

ROWDIES）のアトラクションが披露され、大いに盛り

上がりました。

　全体をとおして学生と教職員合わせて 600 名近くが

参加し、盛会のうちに開学記念行事を終えました。

参加者数

　区　　　分 学 生 教職員 計

第１部　運動会 ８１ １３ ９４

第２部　広げよう 県大の和 ６４ １９ ８３

第３部　はばたきのつどい １３９ ２６６ ４０５

計 ２８４ ２９８ ５８２

＊第３部の参加者数は、参加券の販売枚数等による
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患者支援チャリティイベント
「リレー・フォー・ライフ・ジャパン」を
本学で開催

　本学が共催するがん患者支援チャリティーイベント「リ

レー・フォー・ライフ・ジャパン2013 静岡」（大会委員長：

木苗直秀学長、実行委員長：環境科学研究所 若林

敬二教授）が 4月 20日から21日にわたり、本学グラウ

ンドにて行われました。

　リレー・フォー・ライフは、参加者が２４時間リレーしなが

ら歩き続けることで、がん患者やがん経験者、その家族

を支援するとともに、がんに負けない社会と絆を築くた

めの啓発イベントとして世界 21カ国で開催されています。

県中部では初となった今回は、4 月としては厳しい寒さ

の中、地元静岡市はもとより遠く九州・四国・信州など

からも駆けつけた多くの参加者が、笑顔で本学のグラウ

ンドを歩き、お互いを気遣いながら想いを繋げました。

　また大会当日はリレーウォークのほか、バンド演奏、地

元企業や NPO 団体によるブース出展などが催され、本

学の学生、教職員が大会運営に携わるとともに、シンフォ

ニックウィンズやダンスサークルなどの学生団体がパフォー

マンスを行い、イベントを盛り上げました。

　大会１日目の夕方から生憎の天候となり、グラウンドで

のリレーウォークは中断となりましたが、会場を大学内の

学生ホールに移し、クイズやスライドショーが行われました。

予定を早め翌朝に閉会式が執り行われました。大会を

通して 38 チームが参加し、155 人のサバイバー（がん

患者）を含め総勢 1200 人が集いました。

　患者、家族、県大学生・職員、医療従事者、一

般の方すべての参加者が「共に歩く」という目的のもと、

歩き、語り合いながら楽しく充実した時間を共有しました。

学生 2 団体が
キリン・子育て公募事業の助成を獲得

　本学公認サークルの『静岡学習支援ネットワーク』と『リトルワー

ルドキャンプ実行委員会』が、公益財団法人キリン福祉財団の平

成 25 年度キリン・子育て公募事業助成に選ばれました。本公募

事業は、地域での社会福祉活動を支援するために同財団が毎

年行っているもので、今年度は、「地域における子育てに関わる

ボランティア活動」をテーマに公募が行われました。

　静岡学習支援ネットワークは、家庭の事情や不登校などさまざま

な理由で学習困難な子どもを支援するために、2012 年 2月に発

足した団体です。現在は地域の交流館等で中学生を対象とした

学習教室を開講しています。今回は、「勉強したくてもできない子

どもたちに対する学習支援事業」が助成に選ばれました。

　リトルワールドキャンプ実行委員会は、さまざまな文化をもつ人々

が、共に生きることができる静岡県をつくるために、「多文化共生

キャンプ Little World Camp」を企画・運営しています。静岡

県在住の外国人・日本人小学生の交流を目的としたこのキャンプ

を通じて、子どもたちが自分たちの文化とは異なる文化と関わるこ

とを意識し、理解を深めるきっかけを提供しています。両団体は 5

月 8日に行われた贈呈式に出席し、助成金を受け取りました。
＞＞静岡学習支援ネットワーク ホームページ
http://shizuoka-study-support.jimdo.com/
＞＞リトルワールドキャンプ実行委員会 ブログ
http://ameblo.jp/littleworldcamp9/

食品生命科学科が JABEE 認定を取得

　食品栄養科学部食品生命科学科の教育プログラムが、

日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定基準に適

合したプログラムとして認定されました。食品に特化した技

術者養成プログラムとしては日本初の認定です。

　2012 年度修了生（2013 年３月卒業）からJABEE 認定

プログラムの修了生となり、国家試験である技術士資格試験

の第一次試験免除の優遇措置が与えられるとともに、国際

的水準の質の高い技術者教育を受けたことが客観的に証明

され、卒業後の活躍の場が広がることが期待されます。
日本技術者教育認定制度（JABEE）とは、大学など高等教育機関で実施されている技術
者教育プログラムが、国際的な水準を満たしているかどうかを外部機関が公平に評価し、要
求水準を満たしている教育プログラムを認定する制度です。

ゲノムが語る生命像
現代人のための最新・生命科学入門

ヨーロッパの地域言語〈スコッツ語〉の辞書編纂
『古スコッツ語辞典』の歴史と思想

熟議民主主義ハンドブック

教員等著書紹介

本書は生命科学の基礎についての解説書として、『遺伝子が語る生命像』というタイトルで 1986 年に出版され、
24 刷まで版を重ねた。初版から約 30 年を経た現代、ゲノム工学技術はめざましい発展を遂げている。今回の改
訂新版は、最前線の研究を踏まえ生命科学の変革と将来について、新たに考察している。

ヨーロッパの地域言語であるスコッツ語は古英語と共通の素地をもち、中世のスコットランド王国ではナショナル・ラン
ゲージとして幅広く用いられた。現在は、欧州地域言語・少数言語憲章で保護の対象となっている。12 世紀か
ら1700 年までの文献に現れたスコッツ語を収録する『古スコッツ語辞典』(1931-2002) は、スコッツ語辞書史に
おける一つの到達点と言える。本書は、辞書編纂者の思想と完成までの経緯をつぶさに検証し、その意義を明ら
かにしている。

近年、日本全国各地で熟議民主主義の実践が始まったが、その具体的な方法の蓄積と検証はこれからの課題で
ある。本書では、直接民主主義の豊かなアメリカ合衆国を中心に、政治過程における市 民参加の手法について、
具体的事例を紹介しながら解説する。市民陪審、討議型世論調査、タウンミーティングなど多様な事例について、
その長所と短所の双方 をまとめ、自治体、教育機関などこれから実践しようとするあらゆる人々に有用な一冊となっ
ている。

講談社／ 2013 年 1月 18日発刊
定価（税別）：940 円
ISBN：978-4062578004

ひつじ書房／ 2013 年 2月 14日 発刊
定価（税別）：8,800 円
ISBN：978-4-89476-634-1

現代人文社／ 2013 年 5月 7日 発刊
定価（税別）：3,800 円
ISBN：4-87798-543-1 C3031

著者：本庶 佑
（静岡県公立大学法人理事長 ＜分子免疫学＞）

著者：米山 優子
（国際関係学部講師 ＜イギリス文化・文学、社会言語学＞）

著者：津富 宏
（国際関係学部教授 ＜犯罪学、刑事政策、評価研究、青少年支援＞）

＊ジョン・ギャスティル、ピーター・レヴィーン・編　津富宏、井上弘貴、木村正人・監訳



学 生 たちのサークル 情 報・課 外 活 動をご 紹 介します 。

　今回思い切って大会に出てみて、本当に良かったと思って
います。入賞したことは本当に嬉しいことですし、他の大学の
ジャグリングサークルの方 と々交流できたこと、上手い人の演
技を沢山見られたことは、とても刺激になりました。
　ただ、私は自分の演技に全く満足していません。今回の結
果に甘んじることなく、今後は、技数を増やすこと、一つ一つ
の技を安定させること、技の魅せ方などを意識して練習して
いきたいと思います。また、積極的に他の大学のジャグリング

サークルとも交流していきたいと思っています。
　現在ジャグリングサークル五臓六腑には40人近く部員がい
ます。そのほとんどが大学に入ってからジャグリングを始めまし
た。大学内外問わず、様々なところでのパフォーマンス依頼も
受けています。少しでもジャグリングに興味のある方は、是非
一度見学に来てください。きっと新しい世界が見えてくるはず
です。

ジャグリングサークルが
全日本ディアボロ競技会で入賞！

ジャグリングサークル五臓六腑 副代表
高橋 美玲（薬学部3年）

　陸上サークルは昨年2012年に創設され、今回は初めて静
岡県立大学として公式戦に出場することでその第一歩を踏み
出しました。今回はまだ試合に向けた練習が不十分であると
いう人が多く、少人数ですが、３人で計４種目に参加しました。
　当日は悪天候の中、選手以外の部員もたくさん応援に来て
くれて、自己ベストを出すなど、充実した大会になりました。ま
た、初の県立大学のユニフォームを着ての大会参加となった
ため、陸上協会の方や地元の高校生に「県立大に陸上部が
できたのか？」と注目していただき、嬉しく感じました。
　陸上サークルの活動は、自分達でグラウンドに300mトラック
を作るところから始まり、現在はグラウンドの草刈りや練習器具
集めなど、陸上の練習がしっかりできる環境を作っていこうと部
員が協力し合っています。

　活動には短大の学生も参加したり、競技場では静岡大学と
共に練習をしたりと活動は少しずつ広がりを見せています。陸
上を続けたい在校生や、これから入学してくる後輩たちのため
にも、陸上サークルは元気に活動していき、いつか県大に立派
な陸上部をつくることが今後の目標です。

陸上サークル
公式戦初出場にして入賞の快挙！

陸上サークル代表　
深澤斗希也（食品栄養科学部2年）

ジャグリングサークル五臓六腑が3月に都内で行われた「2013全日本ディアボロ競技会」に参加し、所属する薬学
部3年の高橋さんが、女子１ディアボロ部門で第2位に入る優秀な成績を収めました。

4月に静岡県草薙総合運動場で行われた県中部陸上選手権兼県選手権中部地区予選に、陸上サークルが出場
し、創部初の公式戦において好成績を収めました。

男子４００ｍ　　　　 深澤斗希也　４位　 
男子４００ｍハードル　深澤斗希也　４位
男子３０００ｍ障害　  大野真澄　　７位　　
以上県大会出場決定　＊１６位以内で県大会出場

県大会は７/１４，１５に草薙競技場で行われます。

結 果
　広報誌「はばたき」では、学生の活動を紹介するコーナー「学生の日々」への投稿を
募集しています。サークルのイベント報告や告知、ボランティア体験談など、なんでもOK
です。情報を掲載したい方は、広報室までお気軽にお問い合わせください。

学生の活動の情報発信を
広報誌がお手伝いします。

E-mail：koho@u-shizuoka-ken.ac.jp
TEL：054-264-5130

広報室

県大生のみなさんへ

　4月29日に本学の大講堂で開催されたチャリティダンスイ
ベントは、今年で3回目ということもあり、例年より多くの来場
者で賑わいました。他大学のゲストによる様々なジャンルの
ダンスを見ることができ、観客としても出演者としても楽しむ
ことのできるイベントになったと思います。今回のイベントの
チケット販売による収益は、160,160円となり、過去2回と比
較して最も多くの支援金を集めることが出来ました。このう
ち10万円をフィリピンの子供たちの就学支援に、残りを東日
本大震災の復興支援への寄付とすることになりました。たく
さんの方に支えられて、このチャリティダンスイベントを開催
することが出来たことに深く感謝するとともに、こんなに素敵
なイベントをGenesis主催というかたちでできたことを心から

誇りに思います。また来年、再来年と長くこのイベントを続け
ていくことが出来たらいいと思います。たくさんのご支援、本
当にありがとうございました。

ダンスサークル“ジェネシス”
チャリティダンスイベント2013を主催

ダンスサークルGenesis所属
小長井　なつき（経営情報学部3年）

本学公認サークルのGenesis(ジェネシス）が、県内大学のダンス部・ダンスサークルと合同で、今年で3回目となるチャリティダンスイベントを開催しました。
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　ドイツ語の授業を履修していて、ドイツ語をもっ

と話せるようになりたいと思っていました。また、私

はこれまで海外に行ったことも、一人暮らしをした

こともなく、ドイツでの経験は自分を成長させてく

れると思い、留学を決意しました。

◆留学中に受けた授業

　ドイツ語のクラスでは、会話、聞き取り、筆記がバ

ランスよく行われていました。会話の練習を通し

て、文法の間違いを恐れずに話すことができるよう

になったと思います。また、私は日本の社会と経済

についての授業も受け、期末にレポートを提出した

り、プレゼンテーションを行ったりしました。とても

難しかったのですが、友人の助けも借り、単位を取

得することができました。授業がすべてドイツ語で

行われるので聞き取る練習にもなり、語彙を増や

すこともできました。　

◆留学中楽しかったこと、苦労したこと

　クリスマスにドイツの家庭に招待していただきま

した。家族の方が私にもプレゼントを用意してくだ

さってとてもうれしかったです。苦労したことはや

はり言葉です。友人との会話にあまり困らなくな

り、ドイツ語に少し自信がついてきた頃、同じ建物

に住んでいるおばあさんが私に何か話しかけてく

るということがありました。そのおばあさんはしゃべ

るのがとても速く、何度聞き返してもほとんど理解

できませんでした。友人や先生は聞き取りやすいよ

うにはっきり話してくれているのだと気づき、まだま

だ勉強が必要だと感じました。

◆経験を通して身についた自信

　現地で飛行機のチケットを変更したり、ビザを

取ったり、住民登録をしたりすることなど初めての

経験ばかりでしたが、問題なく済ませることができ

ました。これらの経験から、自分には難しそうに思

えることでもなんとか乗り越えられるという自信が

つきました。もし留学を迷っている方がいたら、貴

重な体験がたくさんできるので、ぜひ行ってみるよ

うすすめます。

●留学先
ブレーメン経済工科大学望月 あやこ

●名前

国際関係学部 国際言語文化学科4年
●所属

2012年4月～2013年3月
●留学期間

2
International Student Report

　発展途上国フィリピンで開発経済学を学ぶとと

もにビジネスチャンスを見つけること、また、英語力

の向上のためにフィリピン大学への留学を決めま

した。留学中は授業だけでなく寮での生活など

様々なことから多くのことを学びました。

◆日本人にはない発想

　始めの頃は授業の英語が聞き取れずに苦労し

たので、授業を録音して寮へ持ち帰り復習していま

した。 “Japan Study”という漢字の授業に日本

人ゲストとして招かれたとき、漢字を自分たちの体

で表現するというグループワークがありました。物、

鳥、安、飯、悪などの漢字が書かれた紙が並べら

れ、これは難しいと思いましたが、１０分足らずで人

間漢字を完成させてしまうのには驚きました。「鳥」

なら鳴き真似をしたり、歌いながらBGMをつけた

り、漢字の書き順を考慮して日本語で数を数えな

がら発表するグループごとの工夫も見られました。

漢字の意味だけでなく、読みや書き順を理解して

いないとできないことです。フィリピンの学生の、日

本人の自分にはない発想や、学んだこと全てを吸

収しようとする姿勢に触れ、これまでの自分の授業

への取り組み方などを考えさせられました。

◆寮生活で得たこと

　留学中に過ごした寮には世界各国から留学生

が集まっていました。寮では頻繁に話し合いが行わ

れ(例えば、タイ人が母国に関する話題を紹介しそ

れについてみんなで議論する)、参加しました。休日

には近くの大型ショッピングセンターで買い物をし

たり映画を観たり、観光地にも行きました。また、留

学のテーマの一つでもあるフィリピン人の消費者

行動を観察したりしました。様々な文化圏の人との

触れ合いで、考え方も広がったと思います。

◆今後の目標

　学校の授業で学んだ知識に加え、発展途上国

フィリピンが抱える様々な問題を留学生活の実体

験から学びました。留学を通して本当に自分の考

え方が広がったので、今まで気づかなかったような

ことにも目を向けて考えを深めたいし、ゼミで他の

人と共有し、自分にしかない視点でディスカッショ

ンできたら面白いと思います。この貴重な機会を与

えてくれた県大の先生方、家族、そしてフィリピン

でお世話になったすべての人に感謝したいと思い

ます。

●留学先
フィリピン大学堀 池 　 百

●名前

経営情報学部 経営情報学科3年
●所属

2012年9月～2013年4月
●留学期間

市庁舎前で撮った一枚 
街並みや建造物に歴史を感じます

クリスマスの時の写真 
木の下にはたくさんのプレゼント

留学先で出会った友人たちと
遊びに行った時の写真

日本人の私を見つけ日本語で
話しかけてくれるフィリピンの子供たち

寮の仲間たちと 
たくさんの出会いと別れがありました
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産学官連携 本学が取り組む産学官連携活動による
研究成果やイベント等の情報をご紹介します。

■研究成果報告

こんにゃく粉を豆乳で溶き液体化した液体蒟蒻産学共同研究成果発表会で成果報告を行いました 製品化されたドーナツを手にする木林准教授（左）と
上野社長（右）

製品化された咀嚼効果のあるドーナツ

販売される商品は、プレーン、ゴマ、静岡茶味の3種類

「けっこう噛みごたえのあるドーナツ」の購入は巻末広告をご覧ください。 また、静岡県立大学売店（学生ホール・2階）でも販売しています。

研究室訪問　No.5

　短期大学部歯科衛生学科の木林美由紀准教授と、

静岡市清水区の豆腐店「白帆タンパク」が、『こんにゃ

く入りの豆乳ドーナツ』を共同で開発しました。

　厚生労働省は、健康のためひとくち 30 回以上噛むこ

とを目標として「噛ミング 30（カミングサンマル）」運動

を推進しています。株式会社白帆タンパクは、こんにゃく

を配合したドーナツの製造開発を行い、木林准教授は、

ひとくち 30 回以上噛んで食べられることを目指して、同

社が試作したドーナツの噛み応えの評価を行いました。表

面が固く、中はサクサクとした歯ごたえがある、食感の良

い美味しいドーナツを作製する中で、こんにゃくの混ぜ方

や、配合量など多くの試行錯誤がありましたが、関係者

の協力を得て商品化が行われ、平成 25 年 5 月から「けっ

こうかみごたえのあるドーナツ」として販売にいたりました。

　幼少期から良く噛んで食べる習慣を身に付けることによ

り、顎の発育促進や、唾液分泌によるむし歯予防や歯

質強化、肥満防止等の効果が期待されています。

　なお、「けっこうかみごたえのあるドーナツ」の開発は、

静岡市産学交流センターの「地域課題に係る産学共同

研究委託事業」の支援を受けて行われたものです。

液体蒟蒻を応用した豆乳入りドーナツ
「けっこうかみごたえあるドーナツ」

短期大学部歯科衛生学科
木林 美由紀　准教授

経営情報学部

斉藤 和巳 教授
（知能情報学、発見科学、複雑ネットワークの科学）

■ 在籍学生数： 16名
■ http://pre4306.u-shizuoka-ken.ac.jp/

研究室は PC 等の機器が揃い、いつでも自由に研究ができる

＜複雑ネットワークの可視化例＞
東日本大震災時に twitter 上である
ツイートが RT（リツイート）されたときの
情報伝播経路。数値を可視化する
ことで構造や情報伝播のメカニズム
を視覚的に理解できる。

■数理モデルは社会のモデルをつくる

■基礎知識や経験を確実に積み重ねる環境

斉藤研究室

　インターネットの普及や情報通信技術の高度化により、情報
システムの利用が広く浸透し、私たちは日々様々な情報を入手
し処理している。また、近年では twitter などに代表されるソー
シャルメディアの流行により、私たち自身が世界に向けて情報
発信することが手軽にできるとともに、新たなコミュニケーション
手段として重要な役割を果たすようになった。
　斉藤研究室では、こうした情報化社会の中で増え続けるビッ
グデータと呼ばれる膨大な情報データや、複雑ネットワーク上の
情報拡散やユーザー同士の相互関係などを、数学やプログラミ
ングを用いて分析する研究を行っている。
　「人間は影響され合う生き物です。ソーシャルメディア上の発
言の拡散や、レビューサイトのクチコミ、株価の変動などの現象

　「経営」「総合政策」「情報」の三つの分野を柱とする経営
情報学部の中で、特に理系の要素が強い情報分野。数学や
物理が好きなゼミ生が多いのかと思えば、ゼミに配属されてから
勉強をはじめたという学生も少なくない。
　斉藤研究室では、プログラミングや情報工学の基礎知識を深
めながら、各々が研究テーマを決める。一方で、配属された３
年次から、学会が開催する大会で研究発表する機会が与えられ
る。また、他大学や学部内の情報系ゼミとの合同合宿を通して
交流と情報交換ができるなど、学生が研究活動を行う上で環境
が整っている。大学院への進学率が高いのも特徴だ。こうしたこ

とについて斉藤教授は、「学生に情報や環境を提供するのは当
然のことで、この研究室が特別ではない」と言う。「学生を見て
いると、地道にコツコツやる人は伸びると感じます。すぐに実用
化できる研究ではないので、基本的なことを根気よく突き詰めて
いく力が必要です。一方で、研究には流行り廃りの面もあります。
特に情報科学という分野の性質上、研究コミュニティや学会など、
常に最新の情報にアンテナを張ることも重要です。どちらかといえ
ば私自身が根気がもっと必要だと思うので、学生から学ぶことは
ありますね。」

を、情報数学を用いて分析することは、人間の集団心理の理
解や社会影響の推定などの社会科学領域への応用にもつなが
ります。言い換えれば、私たちの生きる社会の理想モデルをつ
くるための研究といえるかもしれません。」

“縦のつながりが
　　　フランクな研究室です”

“学会に参加して得た経験や
　人との出会いがモチベーションに”

学部４年生　小林えり さん 修士課程２年　山岸祐己 さん

　ゼミ配属時、私は数学が得意なわけではありませんでした。先輩から
教科書を借りて勉強したり、わからないことは先輩や先生に聞いていま
す。斉藤先生は噛み砕いてわかりやすく教えてくれますし、この研究室
は先輩や先生との繋がりがとてもフランクで居心地が良いです。私の研
究課題は、「オブジェクト可視化と類似検索機能による頑健線形射影法
の評価」というテーマで、化粧品クチコミサイトのユーザーレビューから、
類似するアイテム（化粧品）を検出する分析手法を研究しています。また、
アイテム間の類似関係を損なわずに可視化することでアイテム全体の構
造を分析する手法も考案しているところです。今は 6 月の人工知能学会
に向けて準備を進めています。将来は大学院に進学して、研究を続け
たいです。

　現在は、学部生のときに行っていた研究の延長で、レビューサイトにお
けるユーザー間の動的類似度分析について研究しています。また、メイ
ンの研究とは別に、動画サイトに投稿されたオリジナル楽曲の評価手法
についても研究しています。もともとこうしたオリジナル楽曲を聴くのが好き
で、研究を通して得た知識や経験を好きなことにダイレクトに生かせてい
ると感じます。
　この研究室に入り、研究会や学会等で出会った人たちからいただいた
アドバイスや応援が、さらにモチベーションにつながっていますし、苦手な
分析や検証、英語のスキルアップに対しても取り組めています。自分が
やりたいことがあれば、目標達成に向けて必要なことは何でもやるし、技
術も身につきます。受験生や後輩には、科目の得手不得手などではなく、
自分の目標のためには何が必要か、そういう視点で進路を考えてみてほ
しいと思います。

学生の声
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活躍する卒業生
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Q1.どんなお仕事をされていますか？
シンガポールに昨年設立された研究所で、抗
体医薬品の創製研究に携わっています。新し
い医薬品のアイデアを提案したり、生物の細胞
を用いた物質評価により、医薬品の開発候補
となる材料を探索しています。また、現地スタッ

フの方と、文化の違いを超えて協力しながら、
サイエンスに打ち込める点で貴重な経験となっ
ています。

Q2.大学生活で印象に残っていること、
今のお仕事に影響を与えたことは？
学部時代の講義で身につけた自然科学の基
礎知識は、より専門的な内容を理解するため
に必要不可欠で、現在の業務に直結してい
ます。また、大学院ではノックアウトマウス（遺
伝子を欠損させたマウス）の解析をテーマにし
ながら、研究活動の進め方や、研究技術に
ついて学びました。企業での研究においても、
基本的な考え方は共通しており、研究者として
の第一歩を教えていただいた、と感じています。

Q3. 静岡県立大学に入学してよかった
と思うことは？
志の高い、多くの仲間に出会えたことです。
勉学や就職活動など、支え合いながら試練を
乗り越えてきた仲間は、かけがえのない存在で
す。卒業後も連絡を取って、旅行や食事に出
かけたり、情報交換をしています。同じ薬学と
いうフィールドで活躍する友人と話すことで、仕
事のモチベーション維持にもつながっています。

Q4.今後の目標について教えてください。
自分の携わった医薬品を世に出し、多くの患
者さんに届けることが目標です。まだまだ知識も
経験も不足していますので、まずは多くの経験
を積み、仕事の質を上げていきたいと思ってい
ます。効率の良い研究計画を立て、周りを巻
き込んで、プロジェクトを進めていけるリーダー
になりたいと思っています。

Q5. 在学生にひとこと、メッセージを
お願いします。
学生時代は、自由に使える時間が多いので、
学業だけでなく旅行をしたり、趣味やアルバイト
にも取り組んでいました。人脈を広げたり、多
くの価値観に触れることができる、良い機会だ
と思います。自分はどんな人間になりたいか、
ビジョンを持って、そのために今何ができるのか
をよく考えて、有意義な生活を送って欲しいと
思います。

中外製薬株式会社

薬学研究科
（2010年 3月1日卒業)

高倉　惇さん

Q1.どんなお仕事をされていますか？
病院の薬剤科では、調剤・注射・病棟業務
があり、今は病棟業務を担当しています。病
棟業務では、医師や看護師からの問い合わ

せに対して先輩方にも指導してもらいながら対
応しています。また、入院患者の持参薬の確
認や薬の相互作用のチェック、臨床検査値や
バイタルサインのモニタリングをしています。薬に
よる副作用を目の当たりにすることも多く、薬剤
師として薬の副作用予防や早期発見に努める
ことの重要性を感じながら日々業務を行ってい
ます。

Q2.大学生活で印象に残っていること、
今のお仕事に影響を与えたことは？
６年制の４年次から研究室に所属し、「うつ病
における遺伝子多型と個別化医療」について
研究をしていました。実際に臨床の現場で研
究内容に関わる症例は多くはないですが、卒
業研究を通してわからないことをどのように考
え、結果に対してどう考察していくのかを学ぶこ
とができ今の仕事でも役立っています。

Q3. 静岡県立大学に入学してよかった
と思うことは？
他学部の友人もでき、さまざまな話をすることで
広い視野をもつことができました。また、病院・
薬局実習は静岡県内で行うため地元で働くに
あたってプラスになりました。地元で働く友人も
多く研修会や勉強会で情報交換もでき勉強に
なります。

Q4.今後の目標について教えてください。
薬剤師となり２年目のため、薬全般の幅広い
知識をもった医療分野におけるジェネラリストを目
指していきたいと考えています。また、特定の
分野の専門性も高めていき、患者さんや医療
スタッフから信頼される薬剤師になるために勉
強中です。

Q5. 在学生にひとこと、メッセージを
お願いします。
学生時代は自由に使える時間も多いので、旅
行に行ったり多くのことを経験することで得られ
るものは多いと思います。遊ぶ時は遊び、勉
強する時は勉強しメリハリのある楽しい学生生
活を送ってください。

菊川市立総合病院　薬剤科

薬学部 薬学科
（2012年 3月1日卒業)

安藤 奈津子さん

◆就　任　4月1日付け

◆新規客員教授・准教授の紹介

◆採　用　4月1日付け

◆昇　任　4月1日付け

3月31日付け

◆退　職　3月15日付け

◆名誉教授　（称号付与日：平成24年度4月1日付*）

5月1日付け

3月18日付け

3月27日付け

木苗　直秀 学長
奥　　直人 副学長
室谷　　哲 副学長
野口　博司 薬学部 学部長
合田　敏尚 食品栄養科学部 学部長
高柴　慎治 国際関係学部 学部長
松浦　　博 経営情報学部 学部長
式守　晴子 看護学部 学部長
桑原　厚和 環境科学研究所 所長
豊岡　利正 大学院薬学研究院 研究院長
小林　裕和 大学院食品栄養環境科学研究院 研究院長
武田　修一 大学院国際関係学研究科 研究科長
金川　幸司 大学院経営情報ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究科 研究科長
古川　文子 大学院看護学研究科 研究科長
小林　裕和 大学院薬食生命科学総合学府 学府長
小林　みどり 附属図書館 館長
丹治　健一 学生部 部長
賀川　義之 薬学部 副学部長
大橋　典男 食品栄養科学部 副学部長
寺尾　　康 国際関係学部 副学部長
斉藤　和巳 経営情報学部 副学部長
金澤　寛明 看護学部 副学部長
坂田　昌弘 環境科学研究所 副所長
渡邉　　聡 学生部 副部長
津富　　宏 学生部 副部長
熊谷　裕通 健康支援センター センター長
池田　哲夫 情報センター センター長
寺尾　　康 言語コミュニケーション研究センター センター長
津富　　宏 キャリア支援センター センター長
山 田　　 浩 健康支援センター 副センター長
ディハーン　ジョナサン 言語コミュニケーション研究センター 副センター長
高畑　　幸 キャリア支援センター 副センター長
今井　康之 学長補佐 （国際交流担当）
山田　静雄 学長補佐 （産学連携担当）
菅　　敏幸 学長補佐 （広報担当）
西田　在賢 学長補佐 （社会教育担当）
岩崎　邦彦 学長補佐 （社会教育担当）
若林　敬二 学長補佐 （環境科学研究所将来構想担当）
吉村　紀子 学長補佐 （語学教育担当）
岩崎　邦彦 地域経営研究センター センター長
西田　在賢 医療経営研究センター センター長
斉藤　和巳 ＩＣＴイノベーション研究センター センター長

黒柳　正典 教 授 県立広島大学生命環境学部名誉教授 H24.6.1 ～ H27.3.31

槇 野　 正 教 授 京都薬品工業㈱ 取締役 創剤研究部長 H24.12.1 ～ H27.3.31

中 山　 勉 教 授 日本獣医生命科学大学応用生命科学部教授 H25.4.1 ～ H28.3.31

今井　伸二郎 教 授 ㈱日清製粉ｸﾞﾙｰﾌﾟ本社Ｒ＆Ｄ品質保証本部研究推進部主査 H25.4.1 ～ H26.3.31

左　 一 八 教 授 会津大学短期大学部教授 H25.4.1 ～ H27.3.31

堀田　欣也 准教授 ノッティンガム大学マレーシア校准教授 H25.5.1 ～ H26.4.30

青 木 雅 信 准教授 藤枝市立総合病院泌尿器科 科部長 H25.5.1 ～ H28.3.31

橋本　　博 薬学部 教　授
金　　承榮 食品栄養科学部 助　教
石井　由香 国際関係学部 教　授
笠原　民子 経営情報学部 講　師
西山　絢太 経営情報学部 助　教
本江　朝美 看護学部 教　授
谷口　通英 看護学部 准教授
田中　範佳 看護学部 准教授
杉山　洋介 看護学部 講　師
保田　倫子 環境科学研究所 助　教
坂口　眞人 環境科学研究所 特任教授

前田　利男 薬学部 教　授
濱島　義隆 薬学部 教　授
浅井　知浩 薬学部 准教授
高橋　忠伸 薬学部 講　師
小林　公子 食品栄養科学部 教　授
剣持　久木 国際関係学部 教　授
湖中　真哉 国際関係学部 教　授
伊藤　一頼 国際関係学部 准教授
太田　尚子 看護学部 教　授

左　　一八 薬学部 准教授
石内　勘一郎 薬学部 特任助教
杉山　晋平 薬学部 特任助教
中山　　 勉 食品栄養科学部 教　授
米谷　民雄 食品栄養科学部 特任教授
島田　孝夫 国際関係学部 特任教授
鈴木　直義 経営情報学部 教　授
高　　瑞紅 経営情報学部 講　師
松 岡　 恵 看護学部 教　授
奥原　秀盛 看護学部 准教授
白尾　久美子 看護学部 准教授
村上　優子 看護学部 助　教
原澤　純子 看護学部 助　教
斉本　美津子 看護学部 助　教
岩堀　惠祐 環境科学研究所 教　授
国包　章一 環境科学研究所 教　授
坂口　眞人 環境科学研究所 教　授

中村　順行 食品栄養環境科学研究院 特任教授

赤井　周司 薬学部 教　授

氏 名 前所属・職 名
藤 井　 敏 薬学部 教授
鈴木　裕一 食品栄養科学部 教授
横越　英彦 食品栄養科学部 教授
酒 井　 坦 大学院生活健康科学研究科 教授
小谷野　俊夫 国際関係学部 教授
中山　慶子 国際関係学部 教授（国際関係学部長）

大澤　隆幸 国際関係学部 教　授

稲垣　久子 国際関係学部 教　授
稲田　晴年 国際関係学部 教　授

患者さんの薬物治療についてミーティングを行う安藤さん

信頼される薬
剤師を目指し

日々勉強中で
す。

大学で、

多くの志の高い
仲間に

出会えました。

＊名誉教授については平成24年度の発行において未掲載の方を掲載しています。

教員人事、新規客員教授・准教授の紹介
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◆日本薬学会第 133 年会　優秀発表者賞　

薬学部・大学院生ら10 名
3 月 27 日から30 日に横浜で開催された『日本薬学会第 133 年会』において、薬学部と、大学院薬食生命科
学総合学府、薬学研究科所属の学生 10 名が優秀発表者賞を受賞しました。

受賞者と演題：（発表順） 
大学院薬食生命科学総合学府　博士後期課程 1 年　坪井 康一郎さん

「ケモカイン提示とリンパ球ホーミングにおける高内皮細静脈ヘパラン硫酸の機能解析」

大学院薬学研究科　博士後期課程 2 年　福島 圭穣さん

顕著な膜融合活性を示すヒトパラインフルエンザ 1 型ウイルス変異株の単離とF 糖タンパク質の機能解析」

大学院薬学研究科　博士前期課程 2 年　山田 尚樹さん

「転動および転動流動コーティング法が徐放性コーティング微粒子からの薬物溶出に及ぼす影響」

薬学部薬学科 4 年生　松永 沙織さん

「トラニラストの溶解性及び経口吸収性改善を指向した自己乳化型製剤の開発」

大学院薬学研究科　博士前期課程 2 年　井出 和希さん

「アミロイドβ投与による視床下部 – 下垂体 – 副腎皮質系の機能亢進と周辺症状様行動」

薬学部薬学科 5 年生　上戸 由里佳さん

「FK506 封入 PEG 修飾リポソームによる脳虚血 / 再灌流障害治療」

大学院薬学研究科　博士前期課程 2 年　木村 武志さん

「o,o,p- オリゴフェニレン類の合成研究」

大学院薬学研究科 博士後期課程 3 年　池内 和忠さん

「(-)-Sphingofungin E の全合成」

大学院薬食生命科学総合学府　博士前期課程 1 年　加藤 尚視さん

「ROS アッセイ多施設バリデーション：物性からの光毒性リスク予測を目指して」

大学院薬学研究科　博士後期課程 3 年　吉田 篤史さん

「エクテナサイジン743 の合成研究」

◆静岡ライフサイエンスシンポジウム　ポスター賞
食品栄養科学部・大学院生ら ２名
3 月 16 日に静岡大学で開催された第 14 回静岡ライフサイエンスシンポジウムにおいて、薬食生命科学総合学府食
品栄養科学専攻 博士前期課程 1 年の乾 沙王里さんと、食品栄養科学部 4 年生の加藤 大地さんがポスター賞
を受賞し、乾さんは最優秀賞を受賞しました。

乾 沙王里さん（食品分析化学研究室）

演題「ソロモン諸島産プロポリス由来新規プレニル化合物の単離とその抗菌活性」

加藤 大地さん（食品分析化学研究室）

演題「茶ポリフェノールの渋味評価－良薬口に渋し－」

＊各受賞の詳細については本学公式サイトのニュース＆トピックスからご覧いただけます。受 賞 一 覧

◆杉山彦三郎顕彰会 平成 25 年度杉山彦三郎賞（茶品種改良・普及功績賞）
　食品栄養環境科学研究院 中村 順行 特任教授

　5 月 2 日、静岡市内で行われた、静岡県茶業会議所による「杉山彦三郎翁顕彰会記念式」において、食品

栄養環境科学研究院の中村順行特任教授が茶品種改良・普及功績賞を受賞しました。

　杉山彦三郎は 1908 年（明治 41 年）、現在の静岡の茶の中心品種である「やぶきた」を発見するなど積極

的に茶の選抜、育成を行い、当時輸出されていた緑茶の品質を向上させるなど多くの業績を残しています。これ

を称え、1962 年（昭和 37 年）に杉山彦三郎顕彰会が創設され、毎年の新茶時期に杉山翁の慰霊とあわせた、

茶業功労者の表彰が行われています。

　中村教授の受賞理由は、「山の息吹」「つゆひかり」「香駿」「ゆめするが」「おくひかり」「さわみずか」を

育成するとともに、バイテクを利用した大量増殖法やポット育苗技術などの増殖体系を確立し、茶業推進に大きな

功績を残したことによるものです。

◆第 11 回 SOHO しずおかビジネスプランコンテスト　学生部門　最優秀賞
経営情報学部 3 年生　先山 晃平さん、前迫 紗由美さん、仲本 友香さん、廣田 幸大さん

2 月 13 日に開催された「第 11 回 SOHOしずおかビジネスプランコンテスト最終審査会」において、経営情報学
部の学生チームが考案した、静岡伝統工芸の漆塗りや蒔絵の装飾を施したスマートフォンケース「TradiPhone（ト
ラディフォン）」のプランが学生部門最優秀賞を受賞しました。

◆情報処理学会全国大会　奨励賞
大学院経営情報イノベーション研究科　修士課程 1 年　山岸 祐己さん

3 月 6 日から8 日にかけて東北大学で開催された第 75 回情報処理学会全国大会において、経営情報イノベーショ
ン研究科修士課程 1 年の山岸 祐己さんが、学生奨励賞を受賞しました。この賞は、学生セッションで発表した
学生の中から優秀な発表に対して贈られるものです。
論文名：「レビューサイトにおけるユーザ間の動的類似度分析」

◆第 28 回茶学術研究会講演会 奨励賞
薬学部薬学科 5 年生　伊東 未来さん

3 月 15 日に開催された第 28 回茶学術研究会講演会において、薬学部医薬品情報解析学分野６年生の伊東
未来さんが奨励賞を受賞しました。この賞は、優秀な発表を行った学生または若い研究者に対し贈られるものです。
演題「緑茶うがいによるインフルエンザ予防効果の検証 - 高校生を対象とした多施設共同ランダム化比較試験」

◆第 28 回茶学術研究会講演会 ポスター賞
学部・大学院生ら3 名
3 月 15 日に静岡で開催された第 28 回茶学術研究会講演会において、大学院の学生 3 名がポスター賞を受賞し
ました。

大学院生活健康科学研究科 食品栄養科学専攻 博士前期課程 2 年　西澤 正人さん

演題「茶カテキンと胆汁酸ミセルとの相互作用解析」

大学院薬食生命科学総合学府 食品栄養科学専攻 博士前期課程 1 年　林　美香さん

演題「紅茶テアフラビン類の蛋白質に対する反応の解析」

薬学部薬学科 5 年生　高橋 由さん

演題「緑茶カテキンによる学習能低下抑制作用のメカニズムに関する検討」

教　員

学　生

学　生

＊各受賞の詳細については本学公式サイトのニュース＆トピックスからご覧いただけます。受 賞 一 覧

＊学生の学年は受賞当時のものです。
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図
書
館
だ
よ
り

新
館
長
か
ら
：

新
装
後
の
図
書
館
の
資
料
と

ス
ペ
ー
ス
を
十
分
に
活
用
く
だ
さ
い

館
長 

小
林
み
ど
り（
経
営
情
報
学
部
教
授
）

　
私
に
と
っ
て
図
書
館
は
、
本
を
借
り
た
り
文

献
を
検
索
し
た
り
、
手
に
入
り
に
く
い
資
料
を

全
国
の
大
学
図
書
館
か
ら
入
手
し
た
り
と
、研

究
上
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。最
近
で

は
、
百
年
以
上
も
前
の
イ
ギ
リ
ス
の
あ
る
新
聞

記
事
を
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
が
探
し
出
し
て
く
れ

て
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
図
書
館
が
、
こ
の
ほ
ど
改
修
さ
れ
、
従

来
の
図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
空
間
に

な
り
ま
し
た
。個
人
学
習
室（
キ
ャ
レ
ル
等
）、グ

ル
ー
プ
学
習
室（
Ｌ
Ｃ
フ
ロ
ア
等
）、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

コ
ー
ナ
ー（
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
等
）な
ど
、い

ろ
い
ろ
な
ス
ペ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。学

生
に
感
想
を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、「
快

適
！
」、「
自
宅
よ
り
図
書
館
の
方
が
集
中
で
き

る
」、「
夜
十
時
ま
で
開
い
て
い
る
の
で
助
か
る
」

な
ど
評
判
は
上
々
で
す
。さ
ら
に
本
学
の
図
書

館
に
は
親
切
な
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
い
ま

す
の
で
、調
べ
も
の
が
あ
る
と
き
に
は
ぜ
ひ
尋
ね

て
み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
は
、電
子
図
書
館
と
い
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

上
の
図
書
館
も
珍
し
く
な
い
時
代
に
な
り
ま

し
た
が
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
図
書
館
の
資

料
と
新
装
な
っ
た
「
ス
ペ
ー
ス
」
を
十
分
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
こ
の
本
に
出
会
っ
た
の
は
、
高
校
一
年
生

の
時
で
し
た
。現
代
国
語
の
期
末
試
験
の
副
読

本
と
し
て
指
定
さ
れ
読
み
始
め
ま
し
た
が
、
当

時
は
提
示
さ
れ
た
鍵
と
な
る
抽
象
度
の
高
い

概
念
を
現
実
と
突
き
合
わ
せ
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
ず
、
消
化
不
良
で
ペ
ー
ジ
を
閉
じ
た
記

憶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。と
こ
ろ
が
大
学
で

文
化
人
類
学
の
ゼ
ミ
に
入
る
と
、
人
類
学
の
書

籍
と
し
て
指
導
教
員
に
勧
め
ら
れ
、
再
び
ペ
ー

ジ
を
開
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
現
在
、

担
当
し
て
い
る「
中
国
社
会
論
」の
授
業
で
、
中

国
の
「
差
序
格
局
」
的
人
間
関
係
・
社
会
構

造
と
の
比
較
の
観
点
か
ら
、本
書
の
内
容
を
紹

介
し
、
日
中
間
の
人
間
関
係
の
築
き
方
や
組

織（
大
学
の
サ
ー
ク
ル
、
部
活
、
企
業
等
）に
お

け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
相
違
に
つ
い
て
、
毎
年
、

受
講
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
い
ま
す
。

と
て
も
縁
の
あ
る
本
の一
冊
で
す
。

　
本
書
は
社
会
人
類
学
者
の
中
根
千
枝
が
、

イ
ン
ド
、中
国
、イ
ギ
リ
ス
、ア
メ
リ
カ
の
社
会
と

比
較
し
な
が
ら
、「
単
一
社
会
の
理
論
」に
よ
り

日
本
の
社
会
構
造
の
本
質
を
捉
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。ま
ず
、「
資
格
」（
生
ま
れ
な
が
ら
に

個
人
に
備
わ
っ
て
い
る
氏
・
素
性
、
生
後
個
人

が
獲
得
し
た
学
歴
・
地
位
・
職
業
等
）と「
場
」

（
一
定
の
地
域
、
所
属
機
関
等
）の
概
念
を
提
示

し
、
日
本
人
は「
場
」を
強
調
す
る
と
述
べ
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
「
家
」（
家
族
・
親
族
の
意
味

に
加
え
、
集
団
の
枠
を
比
喩
的
に
表
現
し
て
い

る
）
集
団
内
に
お
け
る
人
間
関
係
が
優
先
さ

れ
、
こ
れ
が
雇
用
関
係
に
も
影
響
し
て
い
る
と

分
析
し
て
い
ま
す
。従
っ
て
、「
日
本
の
企
業
の

社
会
集
団
と
し
て
の
特
色
は
、
そ
れ
自
体
が

『
家
族
的
』で
あ
る
こ
と
と
、従
業
員
の
私
生
活

に
及
ぶ
と
い
う
二
点
に
あ
る
」と
指
摘
し
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
家
族
的
一
体
感
や
情
的
結
び

つ
き
に
よ
っ
て
養
成
さ
れ
る
「
枠
」
の
強
さ
に
よ

り
、「
ウ
チ
」、「
ヨ
ソ
」の
意
識
が
強
く
な
り
、
日

本
社
会
の
中
で
は
複
数
の
場
へ
所
属
す
る
こ
と

が
不
可
能
と
な
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、「
タ
テ
」、「
ヨ
コ
」の
関
係
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
ま
す
。日
本
は「
タ
テ
」組
織
で
あ
り
、

こ
れ
は
「
場
」
に
よ
る
集
団
の
孤
立
性
が
導
い

た
特
性
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。従
っ

て
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
「
タ
テ
社

会
」は
、
上
述
し
た「
場
」の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
基
礎

に
成
り
立
っ
て
い
る
点
を
理
解
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。こ
の
原
理
に
基
づ
き
、
更
に
筆
者
は
、

「
タ
テ
社
会
」
に
お
け
る
「
ワ
ン
・
セ
ッ
ト
主
義
」

や
派
閥
争
い
を
生
み
出
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
リ
ー

ダ
ー
と
集
団
の
関
係
に
つ
い
て
も
論
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
本
書
は一
九
六
七
年
に
出
版
さ
れ
た
本
で
す

が
、
五
十
年
近
く
経
過
し
た
現
代
の
日
本
社

会
に
も
通
じ
る
普
遍
性
の
あ
る
日
本
社
会

論
、
日
本
人
論
の
内
容
だ
と
言
え
ま
す
。し
か

し一
方
で
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
世
界
経
済（
経

営
）の
連
携
が
促
進
さ
れ
る
中
で
、「
ワ
ン
・
セ
ッ

ト
主
義
」
の
み
で
は
生
産
が
成
り
立
た
な
い
状

況
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
人
が
複
数
の
場
に
所

属
し
に
く
い「
単
一
社
会
」で
は
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
も
単
調
化
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み

出
す
可
能
性
も
低
く
な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に

本
書
を「
仮
想
敵
」と
し
て
現
在
進
行
形
で
起

き
て
い
る
情
況
と
突
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、
日

本
社
会
の
変
化
や
問
題
点
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、他
の
国
の
社
会
構
造
と
の
比
較
研
究

に
と
っ
て
も
本
書
は
有
効
で
す
。私
が
研
究
対

象
と
し
て
い
る
中
国
に
お
け
る
人
間
関
係
は
、

人
が
環
境
や
状
況
に
応
じ
て
、自
己
を
中
心
に

各
種
の
関
係
が
臨
機
応
変
に
取
り
結
ば
れ
る

「
差
序
格
局
」
的
構
築
を
特
徴
と
し
て
お
り
、

「
枠
」
の
境
界
線
が
曖
昧
な
た
め
、
個
人
が
複

数
の
集
団
と
関
係
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
関
係
は
自
由
か
つ
柔
軟
で
伸
縮

可
能
で
あ
る
と
い
う
長
所
が
あ
る
一
方
、
不
安

定
で
壊
れ
や
す
い
と
い
う
短
所
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
興
味

の
あ
る
国
、
携
わ
っ
て
き
た
国
、
勉
強
し
て
き
た

国
、
こ
れ
か
ら
就
職
す
る
企
業
と
関
係
の
深
い

国
等
の
社
会
に
内
在
さ
れ
た
基
本
原
理
を
見

る
た
め
の
有
効
な
モ
ノ
サ
シ
、
指
針
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。

「学生選書ツアー」・「新生活にチャレンジ」資料展示コーナー

国際関係学部講師
奈倉 京子
紹介図書
 『タテ社会の人間関係：単一社会の理論』 
著 者 名：中根 千枝
●出版社：講談社   
●ISBN：4-06-115505-9
●図書館所蔵：１階文庫・新書コーナー 他　
●請求記号：361.3/N38

シリーズ

私 本の の1冊

　「広報誌はばたき」へのご感想・ご意見、今後取りあげてほしいテーマなどをお聞かせください。
　住所・氏名・電話番号を明記し、郵送もしくはＥメールでお寄せください。いただいたご意見は今後の誌面づくり
の参考とさせていただきます。
　また、ご意見・ご感想の内容を広報誌に掲載させていただくことがあります。掲載を希望しない場合、匿名を希望
する場合はその旨をご記入ください。

はばたきへのご感想をお寄せください

お問い合わせ先は巻末をご覧下さい。

本 学 教 員 か ら の 寄 贈 著 書
■本庶 佑理事長

『ゲノムが語る生命像 』
講談社 ( ブルーバックス )（480/B39/1800）

■澤田 敬人先生 ( 国際関係学部 )
『グローバリゼーション : オーストラリア教育市場化の研究』
『多文化社会を形成する実践者たち : メディア・政治・地域』

オセアニア出版社（372.71/Sa93）（302.71/Sa93）

■岩崎 邦彦先生（経営情報学部）
『小が大を超えるマーケティングの法則（韓国語版）』

日本経済新聞社 (673.7/I96）

■小林 みどり先生（経営情報学部）
『あたらしいグラフ理論入門』・『文科系の応用数学入門』増補版

牧野書店（415.7/Ko12）（410.4/Ko12）

　1876 年 8月21日、当時の静岡県と浜松県が合併して現在の静
岡県ができました。静岡県では、8月21日を「県民の日」とし、こ
の日を中心にさまざまなイベントや教室を開催しています。

本学ではこの「県民の日」に、研究室や図書館などの施設見学、体験学習など、大学の醍醐味を
味わえるイベント「夏休み県大ツアー」を開催します。広く一般の方を対象としておりますので、奮って
ご参加ください。

▪開催日時　 8 月 21 日（水）13:00 ～ 16:30
▪参加対象　小学生以上の県民の方（小学生の方は保護者同伴）
＊事前申込制となります。（7 月1 日より応募受付開始予定）

お申し込み方法やイベントの詳細については、随時大学公式サイトでお知らせします。
http://www.u-shizuoka-ken.ac.jp/

お問合せ先　教育研究推進部広報室
ＴＥＬ　 054-264-5130 （平日 9：00 ～ 17：00）

県民の日事業

夏休み県大ツアー2013を
開催します

■小浜 裕久先生（国際関係学部）
『ODA の経済学』第３版』

日本評論社（333.8/Ko27）

■津富 宏先生（国際関係学部）
『熟議民主主義ハンドブック』

ジョン・ギャスティル、ピーター・レヴィーン編
津富 宏、井上 弘貴、木村 正人監訳
現代人文社（312.53/G25）

■米山 優子先生 ( 国際関係学部 )
『ヨーロッパの地域言語 < スコッツ語 > の

辞書編纂 : 『古スコッツ語辞典』の歴史と思想』
ひつじ書房（893.2/Y84）

■本田 悦朗先生（国際関係学部教授）
『アベノミクスの真実』

幻冬舎（332.107/H84） 



広報誌はばたきに広告を掲載する事業者を募集しています。
広告掲載については本学公式サイト「企業・一般の方へ」のページをご覧下さい。

H
A

B
A

T
A

K
I

2013. 6
N

o.123
●

発
行

日
／

2013年
6月

1日
　

●
発

行
／

静
岡

県
立

大
学

 広
報

委
員

会
●

お
問

い
合

わ
せ

先
／

広
報

室
　

●
〒

422-8526 静
岡

市
駿

河
区

谷
田

52番
1号

　
●

TEL／
054-264-5130 ●

FAX／
054-264-5099　

●
E-m

ail／
koho@

u-shizuoka-ken.ac.jp　
●

U
RL http://w

w
w

.u-shizuoka-ken.ac.jp/ 


